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１．ＪＳＴ地域卓越研究者戦略的結集プログラム



卓越研究教授

城戸 淳二

卓越研究教授

時任 静士

特別連携卓越

研究教授

N.S.Sariciftci

連携卓越研究

教授

C.W.Tang

連携卓越研究

教授

Y.Yang

山形大学 卓越研究者卓越研究者卓越研究者卓越研究者“ドリームチームドリームチームドリームチームドリームチーム”

人材層の厚み （約３０名 教授・准教授・助教）

合成から素子作成・評価までの設備と保有ノウハウ
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地域卓越地域卓越地域卓越地域卓越プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト責任者責任者責任者責任者：：：：

小山小山小山小山 清人清人清人清人 理事理事理事理事・・・・副学長副学長副学長副学長

戦略室

室長室長室長室長・・・・オフィサーオフィサーオフィサーオフィサー

小田小田小田小田 公彦公彦公彦公彦 教授教授教授教授

マネージャーマネージャーマネージャーマネージャー

西木西木西木西木 玲彦玲彦玲彦玲彦 准教授准教授准教授准教授

知的財産プロデユーサー

稲毛諭 客員教授

知的財産

原山輝夫客員教授

国際事業化センター

松田 圭悟准教授

山形大学有機エレクトロニクス事業実施体制 (2012年2月)

研究プロジェクト支援

副課長 ： 金生 周篤

係長 ： 三角 太郎

有機有機有機有機エレクトロニクスエレクトロニクスエレクトロニクスエレクトロニクス 研究研究研究研究センターセンターセンターセンター・・・・イノベーションセンターイノベーションセンターイノベーションセンターイノベーションセンター

機構長機構長機構長機構長・・・・センターセンターセンターセンター長長長長 大場大場大場大場 好弘好弘好弘好弘

副センター長

城戸淳二（研究）・時任静士（研究）・小田公彦（知財・財務）・

松田修（人材育成）・高橋辰宏（企画・運営）

有機太陽電池研究部門有機太陽電池研究部門有機太陽電池研究部門有機太陽電池研究部門

N.S.Sariciftci
特別連携卓越研究教授特別連携卓越研究教授特別連携卓越研究教授特別連携卓越研究教授

有機有機有機有機トランジスタトランジスタトランジスタトランジスタ研究部門研究部門研究部門研究部門

時任時任時任時任 静士静士静士静士 卓越研究教授卓越研究教授卓越研究教授卓越研究教授

プロジェクト支援室

金生 周篤 副課長

廣瀬廣瀬廣瀬廣瀬 文彦文彦文彦文彦 教授教授教授教授

Ziruo Hong 准教授准教授准教授准教授

Wang 研究支援者研究支援者研究支援者研究支援者

Xiaofeng Wang 助教助教助教助教
Cheng  Guo 研究支援研究支援研究支援研究支援

者者者者

技術室

中山中山中山中山 健一健一健一健一 准教授准教授准教授准教授

熊木熊木熊木熊木 大介大介大介大介 助教助教助教助教

福田福田福田福田 憲二郎憲二郎憲二郎憲二郎 助教助教助教助教

佐藤佐藤佐藤佐藤 史郎史郎史郎史郎 客員教授客員教授客員教授客員教授

榎本 正則 技術職員

青木 勝博 技術員

沼尻 美和 コーディネー

ター

佐藤 いく子 事務補佐

高野 恵理子 事務補佐

舟越 恵美 事務補佐

米竹米竹米竹米竹孝一郎孝一郎孝一郎孝一郎 教授教授教授教授

山内山内山内山内泰樹泰樹泰樹泰樹 准教授准教授准教授准教授

奥山奥山奥山奥山 澄雄澄雄澄雄澄雄 准教授准教授准教授准教授

横山横山横山横山 大輔大輔大輔大輔 助教助教助教助教

増原増原増原増原 陽人陽人陽人陽人 助教助教助教助教

森森森森 秀晴秀晴秀晴秀晴 教授教授教授教授

高橋高橋高橋高橋 辰宏辰宏辰宏辰宏 教授教授教授教授

栗原栗原栗原栗原 正人正人正人正人 教授教授教授教授

研究開発部門研究開発部門研究開発部門研究開発部門 （研究センター・地域卓越） （協力メンバー）

アドバイザリーボードメンバーアドバイザリーボードメンバーアドバイザリーボードメンバーアドバイザリーボードメンバー

A.Heegar教授教授教授教授/ R.Friend教授教授教授教授/K.Leo教教教教
授授授授

横山正明特任教授横山正明特任教授横山正明特任教授横山正明特任教授/中村修二特任教授中村修二特任教授中村修二特任教授中村修二特任教授

C.Tang連携卓越研究教授連携卓越研究教授連携卓越研究教授連携卓越研究教授

Y.Yang連携卓越研究教授連携卓越研究教授連携卓越研究教授連携卓越研究教授

有機ＥＬパネル標準化ラボ

有機ＥＬ材料標準化ラボ

低炭素ネットワークラボ

電池・シミュレーションラボ

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト部門部門部門部門

山内山内山内山内 泰樹泰樹泰樹泰樹 准教授准教授准教授准教授

伊藤 浩志 教授

久保田久保田久保田久保田 繁繁繁繁 准教授准教授准教授准教授

大場大場大場大場好弘好弘好弘好弘 教授教授教授教授

片桐片桐片桐片桐洋史洋史洋史洋史 助教助教助教助教

栗原栗原栗原栗原 正人正人正人正人教授教授教授教授

Liu 助教助教助教助教

古川 忠宏 准教授

水上 誠 准教授

奥 慎也 助教

儘田 正史 助教

坂上 知 助教

吉武吉武吉武吉武 秀哉秀哉秀哉秀哉 教授教授教授教授

大平 則行 准教授

佐野 健志 准教授

（イノベセンター・地域イノベ）

硯里 善幸 准教授

井上 正宜 技術員

中尾 直文 技術員

佐合 益幸 技術員

飯澤 隆 技術員

夫夫夫夫 勇進勇進勇進勇進 准教授准教授准教授准教授

平澤平澤平澤平澤 正勝正勝正勝正勝 准教授准教授准教授准教授

笹部笹部笹部笹部 久宏久宏久宏久宏 助教助教助教助教

稲山稲山稲山稲山 智智智智 研究員研究員研究員研究員

五十嵐五十嵐五十嵐五十嵐 正拓正拓正拓正拓 研究員研究員研究員研究員

千葉千葉千葉千葉 貴之貴之貴之貴之 研究員研究員研究員研究員

有機有機有機有機ＥＬＥＬＥＬＥＬ研究部門研究部門研究部門研究部門

城戸城戸城戸城戸 淳二淳二淳二淳二 卓越研究教授卓越研究教授卓越研究教授卓越研究教授



時任静士

フレキシブル

ディスプレーの開発

有機メモリ

デバイスの開発

新しい有機エレクトロニクス

シーズの創出

フレキシブル有機太陽電池

生産技術の確立

塗布型塗布型塗布型塗布型

有機薄膜太陽電池

の開発

Y. Yang
Y. Yang

プロジェクト責任者
小山清人（山形大学副学長）

有機トランジスタ

大場好弘（山形大学大学院理工学研究科教授）
有機エレクトロニクス

研究センター長

卓越研究者による研究フォーメーション（改訂）

塗布型有機ＥＬ

デバイスの開発

超低コスト

有機ＥＬ照明の実現

有機ＥＬ

城戸淳二

蒸着型蒸着型蒸着型蒸着型

有機薄膜太陽電池

の開発

C. W. Tang
連携のみ

有機太陽電池

准教授准教授准教授准教授

ポスドクポスドクポスドクポスドク

准教授准教授准教授准教授

ポスドクポスドクポスドクポスドクポスドクポスドクポスドクポスドク

准教授准教授准教授准教授 准教授准教授准教授准教授

准教授准教授准教授准教授

(H24．．．．3月月月月～～～～吉田吉田吉田吉田 司司司司））））

ポスドクポスドクポスドクポスドク ポスドクポスドクポスドクポスドク

Saricifci



研究開発目標

（塗布型有機ＥＬ）

（塗布型太陽電池）

（蒸着型太陽電池）

（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ）

（有機メモリ）

H22 H23 H24 H25 H26H21

着任

着任

薄膜構造制御による

性能改善

塗布白色EL
寿命改善

塗布系材料開発

着任

着任

Roll to roll等
生産プロセス開発

デバイス構造

最適化

動作機構解明

原理確認
新規デバイス

構造探索

集積化試作

ディスプレイ

試作

印刷プロセス

開発

有機TFT
信頼性向上

城戸グループ

Sariciftciグループ
（H24.3月～吉田）

時任グループ

Yangグループ

Tangグループ

蛍光灯レベルの照明

が、印刷で大量に作れ

るように

巻き取り式携帯テレ

ビの実現へ

ｱﾓﾙﾌｧｽSi太陽電池
以上のものが印刷で

大量に作れるように

有機有機有機有機ＥＬＥＬＥＬＥＬ

有機太陽電池有機太陽電池有機太陽電池有機太陽電池

有機有機有機有機ﾄﾗﾝｼﾄﾗﾝｼﾄﾗﾝｼﾄﾗﾝｼﾞ゙゙゙ｽﾀｽﾀｽﾀｽﾀ



山 形 大 学

平成２４年 ２月現在

特許出願・論文発表数

地域卓越研究者戦略的結集プログラム（Ｈ２１～ ）

課題名：先端有機エレクトロニクス国際研究拠点形成

特許出願数 ９件

論文発表数 ７４件 国内 １５件

海外 ５９件
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２．ＮＥＤＯ有機ＥＬ照明標準化事業・・・・・



有機ELディスプレイ

コンソーシアム

有機ELディスプレイ

コンソーシアム

IEC（安全性・性能評価)

実施体制案 （標準化プロセス）

産総研
産総研

企

業

企

業

照明学会

「有機EL照明

ガイドライン

作成委員会」

照明学会

「有機EL照明

ガイドライン

作成委員会」

電球工業会
電球工業会

CIE（測定・測光技術）

標準化提案

標準化技術研究開発センター

（センタ—長：山内）

標準化技術研究開発センター

（センタ—長：山内）

WG1WG1
WG2WG2
WG3WG3
WG4WG4

標準計測ラボ
標準計測ラボ

器具工業会
器具工業会

大学・研究機関
大学・研究機関

標準化提案

JCIEJCIE

標準化

データ

標準化

データ

参加

山形大学工学部
山形大学工学部

参加

NEDO事業

（H22～H23）

NEDO事業

（H22～H23）

照明学会
照明学会

ISO

WG5WG5
WG6WG6
……

FPD業界団体FPD業界団体

標準化提案

有機エレクトロニクス研究センタ—有機エレクトロニクス研究センタ—

標準化

データ

標準化

データ

標準化試料作成室
標準化試料作成室

•有機エレクトロニクス研究センタ—（基礎研究）と、有機エレクトロニクスイノベーション

センタ—（実用化研究; 準備中）の一体的運用

•標準化作業用試料作成室の整備（蒸着系/塗布系）

•標準計測ラボ（H２２整備）のオープン環境での提供

企

業

企

業

有機エレクトロニクス

イノベーションセンタ—（建設準備中）
有機エレクトロニクス

イノベーションセンタ—（建設準備中）
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有機ＥＬ照明に関する標準化動向

現状，並びに今後の予定

• 国際照明委員会（CIE）関係：
有機EL照明の測定・測光技術の標準化
→ 山内が技術委員として参加

• 国際電気標準会議（IEC）関係：
有機EL照明パネルの標準化（安全性，性能評価）
→ 山内がExpertとしてオブザーバー参加

• 材料関係：
次世代化学材料評価技術研究組合（CEREBA）
→ 山大は測定・評価を担当



CIEにおける標準化（測定・測光）

• 現状：
・技術委員会が発足して半年経過．

・第一回会合を７月に南アで開催

・技術委員会の方向性を議論，

・用語の統一を図ることを最初の課題

・扱うこと：パネルの測光，寿命評価法，

均一性評価法．．．

• 今後の予定
・上記課題の実施．４年後にレポート発行

・予算的な問題からChairがさほど活動できない
可能性

・日本からの貢献（特に山形大）が期待されている



IECにおける標準化（安全性，性能評価）

• 現状
・OLEDに関する規格提案が韓国から提出．
・否決されたが，重要性が認知され，

OLED Panelが2011年に発足．６月，1月に会合
・最初に安全性に関する規格作成中．約８割完了．

・用語，定格の定義，テスト方法などを議論

・ドイツ（Osram），Phillips辺りの声が大きい印象

• 今後の予定
・韓国からの提案は完成度が低く，今後ももめる

可能性が大きい（特に性能評価）

・日本からは，なるべく国内メーカーが不利に

ならないよう，原案に対する対案を出す．

※口金などの規格はIECで決めているが，OLED panelのコネクタ形状の
規格化などの話は，まだ出ていない
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３．有機エレクトロニクスイノベーションセンター
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